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国立情報学研究所（NII）は
「大学共同利用機関法人」として、
情報学という新しい学術分野から
社会課題の解決に向けた研究を進めてきた。

そして2022年4月
「智の結晶」である学術情報の検索プラットフォーム
「CiNii Research」の本格運用を開始した。

CiNii Research につながる
400Gbpsを誇る高速回線のSINET６が
研究拠点を結ぶ大動脈となることで
NIIがめざす「データ駆動型社会」の実現が見えてくる。

NII Today No.96では、CiNii Researchを特集し
そのアドバンテージの訴求のみならず、
日々変化し続ける研究環境に対応するため、
NIIがなすべき未来予想図を考察する。

智の結晶が
発
見
で
き
る2022年4月にCiNii Articles

を統合し、学術論文、書籍、
研究データ、研究プロジェ
クトが検索できる学術情報
検索サービス

NIIがめざすデータ駆動型社会

photo 今村 拓馬
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――CiNii Researchは ど のよう
なサービスですか。
　学術情報検索サービスは、現
代の研究活動において一つの中
心となる活動です。研究者が論
文を読み発見をする活動は今も
昔も変わりませんが、世の中の
変化に伴い活動の重点が変わり
ます。
　CiNii Research の前身となる
CiNii（のちに CiNii Articles と
して独立）は、NII の学術コンテ
ンツ・ポータルの GeNii（ジー
ニィ、Global environment for 
Ne t worked  Intel lec tual 
Information）の中の論文情報
検索サービスとして 2004 年ごろ
に始まり、研究者のみなさんに
利用されてきました。2021 年に、

論文だけではなく研究データな
どの研究活動のアウトプットを総
合的に検索でき、研究者の発見
をプッシュアップするサービスと
して CiNii Research を新たに公
開しました。
――論文以外のどのような情報
が見つけられるのですか。
　これまで NII が異なるデータ
ベースで提供してきた論文情報

（CiNii Articles）、 書 誌 情 報
（CiNii Books）、博士論文情報
（CiNii Dissertations）を一括し
て検索できるように統合するとと
もに、全国の大学や研究機関が
研究データを登録している機関リ
ポジトリ（IRDB）のデータや日
本学術振興会が提供する科学研
究 費 助 成 事 業 デ ー タベ ース
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「
知
識
発
見
の
新
基
盤
」

国立情報学研究所（NII）が論文など学術関連情報を一括して検索できる
新たな学術情報検索基盤CiNii Research（サイニィ リサーチ）を公開した。
データ活用で未来を拓く「データ駆動型社会」のハブと位置づけている。
CiNii Researchの特長などを開発担当者に聞いた。

 「10秒で欲しい情報」
 「ディープな検索」を実現した
CiNii Research

滝 順一 氏
聞き手

日本経済新聞社 
編集委員

TAKI,  Junichi
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情報、プロジェクトデータをシン
プルに横断検索できます。10 秒
で欲しい情報が手に入るようにす
ることを目指しました。
　もう一つは「ディープサーチ」
です。「より深い階層に埋もれた
情報まで」芋づる式に取り出せる
ような構造にしようと考えました。
キーワード検索すると、論文など
の情報が検索結果として表示さ
れますが、メタデータや抄録、識
別子（DOI）だけでなく、その
論文が引用している被引用論文、
その論文が引用されている別の
論文の情報、関連する研究デー
タ、論文を生み出した研究プロ
ジェクトの情報なども一緒に表示
されるページ構成にしました。情
報を俯瞰的にみて、情報の間を
リンクで移動可能です。関連情
報を手がかりに検索すればする

ほど自分の欲しい情報が芋づる
式に発見できます。
　CiNii Research を利用する研
究者や研究成果の社会的な活用
を考えている人にとって、必要な
情報を包括的に入手するだけで
なく新たな知識の発見につなが
る入り口になります。
――そのようなディープサーチ
はどのように実現したのですか。
　データベースを統合するにあ
たってデータ間の関係性を重視
しました。データベースの中で表
現されるひとつ一つの概念を「エ
ンティティ（Entity）」と呼びます。
例えば「夏目漱石」という一つの
エンティティが存在します。「坊
ちゃん」の作者として皆が認識す
る一つの概念としてデータベース
に登録されています。
　データベースはそうしたたくさ

KAKEN のデータも併せて検索
できるようにしました。
　つまり論文の根拠である研究
データや、論文や出版物がどの
ような研究プロジェクトに基づく
成果なのかまで、研究関連の情
報リソースに包括的にアクセスで
きる「知識発見の基盤」を新た
に作ったと言えます。

自分の欲しい情報が
芋づる式に発見できる

――複数のデータベースを単純
に統合しただけではないという
ことですか。
　CiNii Research の 開 発 に あ
たって２つのポリシーがありまし
た。一つは「イージーアクセス」
です。簡単にアクセスできて使い
やすいということです。約 6,350
万件の研究データや論文、書誌

特 集 ஐͷ݁থ͕ൃݟͰ Δ͖
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で、研究者を満足させるものば
かりではありません。高度な検索
をやろうとしている人には物足り
ないのです。
　研究者は、この論文はこの著
者の論文であるということを間違
いなく見分け、簡単な操作でスト
レスなく取り出したい。最新の知
識データベースは、論文と著者
の関係などデータ間の関係性を
きちんと見分けられるような構造
になっており、CiNii Research
も研究者のニーズに合わせて研
究活動の効率化に貢献するもの
として開発されました。

横断的な検索を可能にする

――確かにウェブの検索エンジ
ンでは欲しい情報が一発で出て
くるとは限らないですね。
　CiNii Research は「JPCOAR

ん の エ ン テ ィ テ ィ 同 士 を
関連づけているのですが、CiNii 
Research は単純にリンクしてい
るだけにとどまらず、エンティティ
同士がどういう関係にあるのかリ
ンクの意味づけをしています。夏
目漱石と「坊ちゃん」の例で言え
ば、夏目漱石は「坊ちゃん」の
作者であり「坊ちゃん」は夏目漱
石の作品の一つという関係です。
エンティティ同士が矢印で相互に
関係を設定し合うような構造に
なっています。
　従来のデータベースは、表形
式の中にデータを入れて検索して
必要なデータを取ってくるという
形でした。あるいはウェブ上の一
般的な検索エンジンにしても、た
くさんの情報が整理されずに入っ
たデータの集まりからキーワード
で関連情報を検索するというもの

スキーマ」と呼ばれるメタデータ
の規格を採用しました。日本の
オープンアクセスリポジトリ推進
協会（JPCOAR）が国際的な相
互運用性を踏まえて策定した規
格です。横断的な検索を可能に
する標準的なツールでもあります。
　この規格に基づいてデータを
振り分 けたことにより、CiNii 
Research はデータベース間で重
なっている部分をつなぎ合わせる
ように統合化することができまし
た。例えばある研究者に関する
情報が一つのデータベースでは
不十分であってもほかのデータ
ベースの情報をつないで重ね合
わせることで情報をリッチにでき
ます。いわばベン図の共通部分
だけではなく、外側の和集合の
部分のデータもつなぎ合わせるこ
とで個々のエンティティについて
豊富な情報を提供することがで
きます。
――利用状況はいかがですか。
　2022 年 4 月に CiNii Articles
を統合して以降、1 日の平均ユー
ザー数は約 18 万、1 日のページ
ビューは約 62 万にのぼっていま
す。（2022年7月現在）
――いま、CiNii Research のよ
うな学術情報データベースが必
要とされる背景には何があるの
でしょうか。
　一つは学術情報が非常に巨大
化していることです。最近では論
文だけでなく論文に紐づけられ
たデータも公開するのが大きな
潮流です。研究不正を防ぐため、
あるいは研究結果の再現性を求
められることがデータ公開の背
景にあります。
　また既存のデータを使って新
たな研究を加速する「データ駆

$JNJJ 3FTFaSDIΛ෯ऀڀݚ͍޿ͷ
Έͳ͞Μʹ༗ޮ׆༻ͯ͠΋Β͍ɺ
๛͔ͳֶ͕ڀݚࡍਐΉΑ͏ ʹͳΕ͹
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独自のサービスを提供していま
す。NII のような公的な研究機
関が提供する意義はどこにある
のですか。
　公平性の立場から重要だと考
えています。多くの科学研究は税
金を使って行われています。お金
を払った人だけが学術情報にア
クセスできるというような状況は
望ましいとは思えません。
　公共的な基盤が研究成果を世
の中に還元していく流れは重要で
す。米国や欧州でも公的な学術
情報基盤を整備する動きが進展
しています。米国には米国立生
物工学情報センター（NCBI）が
あり、欧州ではオープンアクセス
とオープンデータを掲げたオープ
ンエア（OpenAIRE）プロジェク
トがあります。こうしたプロジェク
トがそれぞれつながっていこうと
努力しています。
――グローバルな研究活動を活
発にする上で、学術情報を人類
全体でシェアしていくことが大
事ですね。
　新型コロナウイルス感染症の
パンデミックへの対応にあたって、
研究データの迅速な公開が不可
欠なことを痛感しました。過去 2
年あまりは、米国のリポジトリが
その主要な役割を果たしてきまし
た。日本であれば NII の情報基
盤が中心になるはずです。
　2003 年の SARS（重症急性
呼吸器症候群）流行時に比べて
情報技術は格段に進歩していま
す。何か起きた時に迅速に科学
が対応できる基盤を、いわば保
険として平時に先んじて整備して
おく必要があります。
　NII が運用する学術情報ネット
ワークSINET が SINET6 にバー

ジョンアップし国内の大学や研究
機関を結ぶ情報のやりとりがさら
に高速化しました。
　NII の デ ー タ 管 理 基 盤

（GakuNin RDM）およびデータ
公開基盤（WEKO3）と検索基
盤である CiNii Research の間の
データ連携もスムーズに行われて
います。
　CiNii Research が、データ活
用を通じて未来を拓く「データ駆
動型社会」のハブになることで、
多くの研究者に利用していただき
たいと思います。

動型研究」が注目を集めていま
す。とはいえ、一つの論文に紐づ
けられたデータが数百ギガとか、
数テラに達することも珍しくあり
ません。どのように提供するか悩
ましい。インターネットで海外と
もやり取りが活発になっています。
どういうスタンダードやフォー
マットで取り組むのが望ましいの
かを考える必要があります。世界
的な標準にのっとってデータを提
供していくことが必要です。

未来を拓く
「データ駆動型社会」のハブに

――そこで国際的な相互運用性
を踏まえた規格が大事になるわ
けですね。
　学際的な研究の重要性も増し
ています。私自身、実は大学で
は生物学を学びました。研究者
を志したころはちょうどヒトゲノム
解読が進んだ時代でした。遺伝
情報の解析という形で生物学と
情報学との間につながりが生ま
れました。そういうこともあって、
私の研究分野も次第に情報学に
シフトしてきたわけです。
　異なる分野の知識・情報を合
わせると予想外のことがわかって
くることがあります。
　国立歴史民俗博物館や国際日
本文化研究センターなどを傘下
におさめる人間文化研究機構の
方とお話をしていて、これから人
文社会科学系の研究もリンクを
充実させていきたいと考えていま
す。幅広い研究者のみなさんに
CiNii Research を有効活用して
もらい豊かな学際研究が進むよ
うになればいいと考えています。
――包括的な学術情報サービス
という点では大手学術出版社が

　仕事柄、研究者の方々のプロ
フィールや論文をよくネット検索
する。欲しい情報がなかなか見つ
からずフラストレーションをためる
ことも多い。データを名寄せして
俯瞰的に眺められるツールは科学
コミュニティーだけでなく社会的
に求められているのだと思う。
　他方、本文では紹介しきれなかっ
たが、経済安全保障の観点で情報
をどこまでオープンにするかという
議論も重要だ。CiNii Research は
検索基盤であって情報をフィルタ
リングする役割を担っているわけ
ではないが、学術情報の流通とい
う視点からは機微な議論になって
いくと感じている。

聞 き 手 か ら の
ひ と こ と

早稲田大学政治経済学部卒業後、日
本経済新聞社に入社。1980 年代半ば
から科学技術の研究開発現場と科学
技術政策の立案プロセスを取材し、現
在は科学技術や環境分野を担当して
いる。著書に『エコうまに乗れ！』。

滝 順一
日本経済新聞社 編集委員

photo 今村 拓馬（2〜7ページ）
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――CiNii Research の最大の特
長はどこにあるのでしょうか。

CiNii Research は、大学共同
利用機関である NII が、学術情
報の提供とオープンサイエンスを
推進するというトップダウンの理
念に、現場の研究者たちが持つ

数々の研究成果を反映したボト
ムアップによる取り組みを組み合
わせて生まれた、学術情報を求
める人のための情報検索基盤で
す。ただし、大量のデータを無
秩序に置いたままにすると、雑然
としたデータの塊になってしまっ

研
究
領
域
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模
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研
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インタビュー
国立情報学研究所 
コンテンツ科学研究系 准教授

金澤 輝一
,"N";"8"
 TFSVIJUo

CiNii Researchは、研究に関連する情報を「芋づる式」で検索することができる。
独自のディープラーニング技術を活用し、論文や研究データ、
人物の情報を網羅的に関連させられるようになった。     

「点だった情報を、布のような面の情報として、研究者に提供できるのが
CiNii Researchの特長だ」と語る開発担当者に話を聞いた。

ディスカバリーを実現し
ナビゲーションを目指す

大河原 克行 氏
聞き手

フリーランスジャーナリスト
OHKAWARA, Katsuyuki
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フワっとした要求に対して、ナビ
ゲーターやコンシェルジュといっ
た役割を担いながら、必要なも
のを提案してくれるのがナビゲー
ションです。
　CiNii Research では、自動化
された名寄せ処理※１などからな
るデータ整備により、現時点では
ディスカバリーまでを実現し、関
連した情報までを表示できます。
しかし、ナビゲーションへの進化
はこれからのテーマです。今後も、
データが増加するなかで、研究
者が迷子にならないように、欲し
い情報に効率的にアクセスできる
ようにしていきます。

絞り込みに最適な切り口を
システムが提示

――ファセット検索※ 2 も用意
していますね。
　情報量が増加すると、欲しい
ものを見つけ出すことが難しくな
ります。それを支援するために用
意しました。これは、絞り込みに
最適な切り口を、システムが提示
してくれるものです。
　CiNii Research のファセット
検索では、日本語の論文に絞り
込むことなどが、文字入力なしで
できるようになります。現状では、
私たちが考えるナビゲーションと
いうところまでは達していません
が、絞り込みの労力をかなり減ら
す効果があると思っています。
――CiNii Research は、2022
年 4 月 に、CiNii Articles ※ 3
を統合しました。その狙いはな

んですか。
　CiNii Articles は、10 年以上
前から論文を検索するために多
くの研究者に利用されてきました
が、近年では論文だけでなく、
引用情報や多様な研究データな
どを一括して閲覧する基盤の必
要性が高まっていました。CiNii 
Articles は、論文を対象とした
検索であり、いわば学術情報とし
てはひとつの「点」としての検索
でした。しかし、CiNii Research
では、論文の検索からスタートし
ても、図書や研究プロジェクト、
研究データを含めた関連情報を
結び、点と点がつながり「線」
を生むことができます。
　また、学術の動向や研究の本
質は、ひとつの線を見ていてもつ
かむことができません。線と線が
結びつき、これを「面」として捉え
ることが大切だからです。1 人の
研究者による複数の論文を抽出
することで一本の線が縦糸になり、
それに対して、同じ研究データや
ツールを使いながらも異なる結果
となっているデータなどが横の線
となり、縦糸と横糸が織りなしてで
きあがる布のような「面」になる
ことで、そこに「模様」が浮かび
上がることになります。研究者の
関心は、研究領域の「模様」にあ
ります。点や線では見えないもの
を面で捉えられることが大切で、
それによって研究に大きなヒント
がもたらされることがあります 。
CiNii Research の役割は、研究
領域を俯瞰して動向を面で捉える
ために日常的に使われるツールに
なることで、その思いを Research
という名称に込めています。
――CiNii Research では、「芋づ
る式」と表現する検索が特長です。

たり、検索した項目だけが表示さ
れても、情報の横のつながりが
わからず、研究には使いにくかっ
たりする課題が発生しがちです。
　そこで、CiNii Research では、
論文、研究プロジェクト、書籍、
研究データといった学術情報を
検索でき、それに関連する情報に
はどんなものがあるのかといった
横のつながりを紐づけて情報収
集できるものにしています。その
点では、CiNii Research は、単
なる検索基盤というよりも、ディ
スカバリーを実現し、さらに今後、
ナビゲーションを実現するための
基盤になることを目指しています。
――従来の検索基盤とはなにが
違うのでしょうか。
　最先端の研究者から、若手研
究者や学生などの初学者まで幅
広い人が学術情報を検索してい
ます。ただ、知識や経験に大きな
差があって、検索ワードや検索方
法が異なるため、検索結果には
差が生まれがちです。また、研究
の高度化・細分化にともなって、
自分の専門領域から少しでも外
れた分野の情報にはうとい傾向
が強まっています。でも「畑違い」
の情報が刺激となって研究が発
展することも多いので本当は広範
囲の情報に接したい。こうした研
究者の使い方やニーズに合わせ
たものを、ディスカバリーやナビ
ゲーションと位置づけています。
　関連する意外なものを発見す
るための目利きの役割を担うの
が、ディスカバリーです。一方で、
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難しくなります。さらに、漢字で
は違っても、ローマ字表記では同
じになってしまったり、イニシャ
ル表記になっていると、より判別
が難しくなったりします。
　かつての CiNii Articles では、
著者が所属している大学や、共
著者の情報を加え、判別できる
数を増やす工夫をしていましたが、
所属が書かれていなかったり、
一人でまとめた論文の場合には、
同姓同名を分類しにくかったりす
るので、名寄せしきれないことも
多くありました。
　今までのデータベースでは、
同姓同名で不確かなところは名
寄せをしないでおいたのですが、
その結果、同一人物であるにも
関わらず、別人として認識され、
関連性が表示されない、リンク
がはられないといった状況が生
まれていたわけです。我々が開発
した名寄せシステムでは、ディー
プラーニングを使った AI をベー
スにした新たな技術を導入して、
著者同定精度の改善を進め、こ
れまでのシステムでは判断がつか
なかった著者の名寄せをできるよ
うに改良しました。

　CiNii Research の検索では、
最初に検索された「点」の情報
から、つながっている関連情報
が、縦方向にも、横方向にも広
がっていき、検索する人が、検索
ワードを考えなくても、クリックし
てたどっていくだけで関連する情
報を収集できる、いわゆる「芋づ
る式」に検索できるようになって
います。実は、CiNii Articles で
も、「 芋 づ る 式 」の 一 部 を 実
現 して い た の で す が、CiNii 
Research では、大幅にその網
羅性を高めています。「芋づる式」
に引っ張りだされる情報が多いほ
ど、研究者にとって、関連性を持っ
た幅広い情報にたどり着くことが
できるようになります。
――CiNii Research で「芋づる
式」を進化させることができた
鍵はなんでしょうか。
　ひとことでいえば、「名寄せ」
の精度を高めることにつきます。
たとえば、世間一般では名寄せ
というと名前の同じ人を見つけて
同一人物だと判断する単純な作
業だと思われているかもしれませ
んが、同姓同名の場合には、そ
れを別人であると判断することが

　これにより、名前や所属、共著
者だけを見て同一人物であると判
断するのではなく、研究のトピッ
クが似ているか、似ていないかな
ども推定できるようになり、より高
い精度で同一人物を認識すること
ができるようになりました。
　 今まで芋づるが 途 切れてし
まったところの情報がよく引っ
張ってこられるようになりました。

検索対象データは6,350万件

――CiNii Research では、どれ
ぐらいのデータが検索対象と
なっているのですか。
　現時点で、約 6,350 万件のデー
タが検索対象となっており、その
うち論文が約 5,000 万件と、約 8
割を占めます。また、人文社会学
系を中心に、科学研究費助成事
業データベース (KAKEN) など合
計 17 種類のデータソースを対象
に検索することができます。　し
かし、研究データは 13 万件とま
だ少なく、今後は、この領域を増
やしたいですね。IR ※ 4 の研究
力分析やユニバーシティー・リサー
チ・アドミニストレーター (URA)
※ 5 の研究支援で利用できるよう
な情報も整備していく予定です。
　ただ、論文やその参考文献は、
学会や組織によってまったく書き
方が異なったり、発行年など必
要な項目が空欄になっていたりと
いったことがよくあります。新た
なデータを CiNii Research に取
り込むときには、そうした必要な

ར༻ऀͷχʔζʹରͯ͠ɺ
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るだけでは、関連性が見えませ
んが、新型コロナウイルスという
テーマを介すると、そこに新たな
研究テーマが生まれるといったこ
とが想定されます。また、異分野
の研究者同士が結びつくような
きっかけが、構想中のナビゲー
ション技術を通じて生まれること
も期待できます。
――今後、CiNii Research はど
んな進化を遂げていきますか。
　2023 年 度の早い時 期には、
人物検索を進化させ、人名はも
ちろん、論文や研究プロジェクト
名、所属大学名などからでも人物

（プロフィール）を検索できるよう
にしたいと思っています。ORCID 
ID や e-Rad 研究者番号※６によ
る人物の識別により、紐づけの
網羅性を高めることが実現できる
でしょう。また、ディスカバリー
からナビゲーションへの高度化を
図るなかで、ユーザーインター
フェースの改良や、データの整備
への取り組みも進めることになり
ます。利用者のニーズに対して、
緻密に対応できるように進化させ
ていくつもりです。

項目などをよく観察し、これまで
の経験に基づいて名寄せが行い
やすいように前処理をする必要
があります。それには、適切な「レ
シピ」を組み立てることが必要で、
そこで大きな役割を果たすのが、
CiNii Research に関わるデータ
品質向上チームになります。期待
通りの品質で検索ができるように
生のデータをどう処理するべきか
のディレクションを担当していま
す。チームメンバーが持つセンス
がそこに生かされています。
　その一方で、なんでもかんでも
CiNii Research にデータを取り
込めばいいとは思っていません。
　CiNii Research は、日本の研
究者が携わっている論文や研究
成果、日本で推進している研究
プロジェクトのデータが守備範囲
です。それ以外の部分は、他の
学 術 情 報 サ ービ スと連 携し、
CiNii Research の 特 長 で ある

「芋づる式」のなかで、情報がリ
ンクすればいいと考えています。
　他の学術情報サービスと相互
利用するための API 整備を行い、
共通化して利用するためのデー
タ整備も同時に進めていきます。
――金澤准教授が取り組んでい
る異分野融合研究支援技術の開
発は CiNii Research と連携して
いくことになりますか。
　アイデアレベルですが、たとえ
ば、新型コロナウイルスに関する
研究情報を調べる際に、CiNii 
Research によって、この分野で
積極的に情報を発信している研
究者を特定したり、最新の研究
データにアクセスしたりすること
が可能になります。その際に、単
に、データモデルの研究成果と、
社会科学系の研究データを並べ

　 金 澤 輝 一 准 教 授 は、CiNii 
Research の魅力を、「芋づる式の
仕組みによって、見えなかったも
のが見えるようになるところにあ
る」と語る。研究者にとっては、
一般的な検索サービスのように情
報そのものにアクセスするよりも、
関連する情報を的確に探し出すこ
とが求められる場面が多い。「CiNii 
Research が、研究者に新たな発見
を促し、研究活動の役に立ってい
ることがうれしい」と金澤准教授。
CiNii Research は、まさに研究者
が、研究者のために作り上げた学
術情報検索基盤である。

聞 き 手 か ら の
ひ と こ と

IT 業界専門紙「BCN」で編集長を務
めるなど、約 35 年間に渡り、IT およ
びエレクトロニクス業界を中心に取材、
執 筆 活 動 を 続 け る。 著 書 に「 図
解 ビッグデータ早わかり」など。

大河原 克行
フリーランスジャーナリスト

photo カケマコト（4〜6、8〜10ページ）
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自然言語処理(NLP)技術、機械学習(ML)
や深層学習（ディープラーニング）を応
用して、同姓同名や同一のイニシャルと
いった同一人物の候補を所属や共著者、
研究トピックの共通性から分別する。

※１ 自動化された名寄せ処理

いろいろな切り口や要素で、サイト検索
やコンテンツ選びをできるように、ユー
ザーに検索条件を文字で入力させるので
はなく、ユーザーがよく使うと考えられる
検索条件をサイト側があらかじめ用意。
ユーザーはその条件を選ぶだけでコンテ
ンツを絞り込んでいける仕組みのこと。

※2　ファセット検索

NIIが運営していた日本の学術記事を探す
検 索 サ ービ ス 。2 0 2 2 年 4 月に C iNi i 
Researchに統合された。

※3　CiNii Articles

Institutional Research の略。大学など高
等教育機関の計画立案や政策形成、運営
や意思決定をするために実施される調査
研究活動のこと。

※4　IR

University Research Administrator の略。
大学や研究機関などで、研究事業の企画立
案、研究資金獲得、資金獲得後のマネジメ
ント、研究成果を社会移転する産学連携、
学術広報などの実践や支援に携わる多様な
人材をいう。日本では2012年に「リサー
チ・アドミニストレーター（URA）を育成・
確保するシステムの整備」が開始された。

※5　URA

研究者を識別するためのIDとして世界中
で利用されているのがORCID ID。同姓同
名の研究者でもIDで識別することができ
る。e-Rad IDは、日本における府省共通研
究開発システム（e-Rad）において、研究
者個人に割り当てられるIDで、研究者の所
属機関が変わっても継続して使用できる。

※6　ORCID ID／e-Rad研究者番号
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6R"のࢹ఺͔Β見͑る
「CiNii Researchの可能ੑ」

研究者の軌跡、
研究トレンドをつかむ

ጯٛक़大学ҩ学部生理学教ࣨやܚ
ハーバード大学での೴ਆ経科学の
研究を経て、2007年より自然科学
研究機構生理学研究所、また、
2013年より現৬。統括URAとして
研究力分析や研究マネジメントに
かかわる。
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 ԉࣨࢧ౎େ学 学術研究ژ
ϦサーνɾΞυϛχストϨーター

ఱ໺ ֆཬࢯ ࢠ
1998年よりژ౎大学ෟ属図書館等
で図書館৬員として参考調査、機
関リポジトリなどを担当。2014年
より現৬。オープンサイエンスの
推進、URAの研मプログラム等を
担当している。博士（技術経営）。
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　研究者に寄りఴい、さま͟ま
な側面から研究者の活動を支援
する人々がいる。URA（ユニバー
シティー・リサーチ・アドミニス
トレーター）とよばれる人材だ。
現在日本の大学や研究機関にお
よそ 1,500 人の URA がいるとみ
られ、研究資金の獲得支援から
研究プロジェクトの進௙管理、研
究イベントの開࠵や産学連携ま
で、研究者が研究に専念できる
環境をつくろうとしている。最近
では、大学や研究機関の研究力
を調査・分析してその結果を組
織経営に役立てる「研究 IR ˞̍

（Institutional Research）」に関わ
る URA も多い。
　 こ の URA に と っ て、CiNii 
Research などの国内外の学術
情報基盤の活用が欠かせないと
いう。

༺׆情報のऩूにऀڀݚ

　 ژ ౎ 大 学 学 術 研 究 支 援 ࣨ
（KURA）に所属するఱ野ֆཬ子

は、URAࢯ の育成や研究者に向
けた学内ファンドの運営のほか、
౎大学の研究成果である書籍ژ
の情報を網羅的に収集し、可視
化しようとしている。
　「現在は CiNii Books からژ౎
大学の研究者が書いた書籍情報
を特定して取得していますが、そ
の過ఔの一部でどうしても人の
手が必要になってしまいます。
CiNii Research を使えばこの部
分を自動化できるのではと期待し
ています」
　自然科学研究機構の統括 URA
であるখઘपࢯは現在、URA 業

務の D9 ˞ � 化を目指す「MIRAI
プロジェクト」に力を入れてい
る。খઘࢯは、CiNii Research
の活用法についてこう話す。
　「URA の業務は年々多様化し
ています。また、֤業務には定
石がなく、URA 一人ひとりが工
夫しながら対応している状況で
す。いま進めている MIRAI プロ
ジェクトは、そういった URA 個
人のスキルやノウハウを共有し
て、URA による研究支援活動の
D9 化を目指すものです。この
プロジェクトで、研究者情報の
収集に CiNii Research を活用し
ています」

データのछྨɺ
਺が大෯に૿͑た

　「CiNii Research の 行く手と
URA の活動には、大きな関わり
があると考えています」と語る
の は、2021 年 4 月か ら NII の
オープンサイエンス基盤研究セ
ンター（RCOS）で特任研究員
を務める஑୩ྤֆ。研究ධՁ指
標担当として CiNii Research の
開発に携わっている。過去に情
報・システム研究機構で主任
URA として活動した経験があり、
他組織の URA とのަ流も多い。
　஑୩はこう続ける。
　「エビデンスに基づく意思決定
の重要性がڣばれる中で、CiNii 
Research の開発を通して URA
の活動に貢献していきたいと考
えています」
　CiNii Research の最も༏れた
点について、ఱ野ࢯとখઘࢯは
一கして「データの種類と数の

多さ」をڍげた。
　「CiNii Research は、 デ ー タ
の 種 類 や 数 が 前 身 の CiNii 
Articles とは比ֱにならないく
らい増えました。査読෇きの論
文から生の研究データまで、本
当にいろいろなデータが入って
います。研究力をアピールした
い研究者や、研究成果を分析し
たい URA にとっては、本当に
いいことだと思います」（ఱ野ࢯ）

「私もఱ野さんと同じ意見です。
例えば、調査したい研究者の名
前を CiNii Research に入力すれ
ば、学会発表や論文執筆を含め
た最新の研究活動を௥うことが
できます。必要なデータが全部
ある、という安心感があります
ね」（খઘࢯ）
　2 人 が 指 ఠ するのは、CiNii 
Research は、研究者が研究成
果をアピールすることに役立つ
という点だ。それは研究ධՁ・
分析を行う立場の URA にとっ
ても有用であることにつながる。
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CiNii Research を使えば研究者
「個人」に着目した分析ができる
はずだと、ఱ野ࢯは期待している。
　「CiNii Research の内部では、
いろいろなデータが関連性を
持ってつながっています。この
関連性を使えば、研究者がこれ
までどの大学に所属してきたか、
どのような研究者とަ流がある
か、といった情報も得られるは
ずです。これは、研究者の l キャ
リアやネットワークを見える化 z
することにつながります。こう
いった l 人の分析 z ができると、
すごく面നいと思います」
　研究力を成果だけで見るので
はない。人が歩んだي੻を௥い、
研究者がஙいてきたネットワー
クが見える。CiNii Research が
持ちうる可能性の大きさが実感
できる。

のͤدの໊ऀڀݚ
ਫ਼౓্޲が最༏ઌ

　CiNii Research の機能௥加や
改善は現在進行形で進む。
　「URA の立場から見て、CiNii 
Research のどんな点を改善して
ほしいですか」とখઘࢯにਘね
た。খઘࢯは、「分析インター
フェースの充実」をڍげたうえ
で、こう話した。
　「いま私が進めている MIRAI
プ ロ ジ ェ ク ト で は、CiNii 
Research を使って人同士の関
係性や研究のトレンドを௥いか
けようとしています。しかし、
そういった大ہ的な分析を CiNii 
Research で行うには、ユーザー
インターフェースがまだऑいで

೔本ޠのڀݚ੒Ռの
見͑るԽにظ଴したい

日本の研究者の研究成果は、
日本語やӳ語など、さま͟まな
言語で公表されている。しかし、
URA が主に使用してきた海外の
学術情報基盤には、日本語で発
表された成果の情報がほとんど
収録されていない。だから、こ
れまでは「日本の研究者の研究
力を主にӳ語論文だけでධՁす
る」のが現状だった。
　ఱ野ࢯはこう指ఠする。
　「ӳ語論文は日本の研究者の
研究成果の一部にすぎません。
特に人文社会系に関しては、そ
の傾向が強く見られます。海外
੡の情報を分析しただけで本当
に日本の研究力分析になるのか、
ずっとٙ໰に思っていました」
　ここで、CiNii Research がҖ
力を発شする。
　「研究 IR を正確に行うには、
日本 語 の 情 報 が 不 可 欠 で す。
CiNii Research のデータを分析
すれば、日本の研究力をうまく
見える化できると期待していま
す」（খઘࢯ）
　஑୩は言う。
　「CiNii Research に は、 論 文
や研究データのほか、日本の研
究者が書いた書籍の情報など、
日本語でのさま͟まなアウト
プットが収録されているため、
研究成果の発見につながりやす
いと考えています」
　URA が担当する研究 IR は、
これまで研究成果に着目した分
析 が メ イ ン だ っ た。し か し、
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Research のՁ஋は格段に向上
するはずです。名寄せに必要な
データ整備に関しては、従来
NII が図書の目録情報に関して
行ってきているのと同様に、図
書館員との協力で進める手もあ
ると思います」

ϊ΢ハ΢をدͪ࣋りɺ
ಇをଅしたいڠ

　CiNii Research は研究者だけ
が使うものではなく、多くの人
たちが有効に使えるಓ۩だ。と
りわけ、URA にとっては、今後
も欠かせないツールに成長して
いくだろう。
　CiNii Research という新たな
情報基盤を手にして、URA の仕
事は今後どのように変化するの
だろうか。খઘࢯは URA の方
向性を広げることにつながると
指ఠする。
　「 ֤ URA が 縦 割 り で CiNii 

Research を使うのではなく、ノ
ウハウを持ち寄って協ಇする動き
をつくりたい。そうすれば D9 化
も進み、URA の新たな方向性が
見えるのではと期待しています」
　஑୩は、URA と図書館員を
つなぐ役割も果たすと考えてい
る。
　「データ構造や学術情報基盤に
くわしい図書館員と、分析スキ
ルの向上を目指すURAが協ಇす
るような場面で CiNii Research
が貢献できればと考えます」
　CiNii Research は「データ同
士をつなぐ」だけにとどまらな
い。「URA と URA」「URA と図
書館員」といった「人と人をつ
なぐ」新たなプラットフォーム
になるのかもしれない。さま͟
まなものを「つなぐ」ことで、
今後、CiNii Research はどのよ
うな化学反応を引き起こすのだ
ろうか。

すね。そこで私たちは現在、独
自の分析ツールを使って CiNii 
Research のデータを解析してい
ます。この分析工ఔを全て CiNii 
Research 上でできるようになれ
ば、より使いやすくなるのでは
ないでしょうか 」
　ఱ野ࢯにも同じ質໰をした。
するとこう౴えがฦってきた。
　「研究者の名寄せ˞ � の精度
向上が最༏先だと思います。現
状は、同じ研究者の情報が 2 つ
以上に分かれているέースが多
い。CiNii Research を 研 究 IR
で使用する場合、これはக໋的
です。ٯに考えると、名寄せの
精 度 が 向 上 す れ ば、CiNii 

औࡐɾ文 ଠాਅۏɹ photo カケマコト（12ページ）

大学などの教育・研究機関において、意
思決定や研究計画立案に必要なデータや
情報を収集・分析することで、より効果
的な組織運営を支援する活動。中でも、
研究力強化を目的とするIR活動を「研究
IR」とよぶ。

※１ IRʢIOsUiUVUiPOaM Researchʣ

データやデジタル技術を活用して੡品や
サービス、ビジネスモデル、企業文化など
を変ֵし、ڝ૪上の༏位性を獲得すること。
単なるIT化とは異なり、業務や組織のあり
方を根本から見௚して変ֵ（トランス
フォーメーション）する点が特௃。

※2 %9ʢ%iHiUaM 5raOsGPrNaUiPOʣ

個々の研究者を一意に同定し、その人物
情報と関連データ（研究業੷など）を適
切に結びつけること。例えばデータベー
ス内で名寄せがうまく機能していない場
合、同じ研究者の業੷が同姓同名の他研
究者の業੷として提示されてしまうこと
がある。
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になるのかもしれない。さま͟
まなものを「つなぐ」ことで、
今後、CiNii Research はどのよ今後、CiNii Research はどのよ
うな化学反応を引き起こすのだうな化学反応を引き起こすのだ

Research を使うのではなく、ノResearch を使うのではなく、ノ
ウハウを持ち寄って協ಇする動き
をつくりたい。そうすれば D9 化をつくりたい。そうすれば D9 化
も進み、URA の新たな方向性がも進み、URA の新たな方向性が
見えるのではと期待しています」見えるのではと期待しています」
　஑୩は、URA と図書館員を
つなぐ役割も果たすと考えていつなぐ役割も果たすと考えてい

なぐ」新たなプラットフォームなぐ」新たなプラットフォーム
になるのかもしれない。さま͟になるのかもしれない。さま͟
まなものを「つなぐ」ことで、
今後、CiNii Research はどのよ
うな化学反応を引き起こすのだうな化学反応を引き起こすのだ

ڀݚ
データ౳

学術機関
リポジトリ

データベース

研究課題をさがす

՝୊ڀݚ
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―― ࠷ ॳ ʹɺ ͦ Ε ͧ Ε ͷ $J/JJ�
3FTFBSDIͱͷؔΘΓɺ͝ ࣗ਎ͷํ͍࢖
ͳͲʹ͍͓ͭͯฉ͖͍ͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ
大3　޲ 年前まで国立情報学研究所

（NII）で CiNii ※１シリーズの開発リー
ダ ー を 務 め て い ま し た。CiNii 
Research に関しては、基本コンセプ
トを考え、開発のロードマップを引く
あたりまで関わりました。
　今は౦ژ大学の文学部におり、人
文系の研究者や学生がこうした情報
技術をどう使っていくか、あるいはそ
のためのデータをどう作ればいいのか
といったことを研究テーマに、１ユー
ザーとして CiNii を見ています。
純ਮにユーザーの視点でいう　౻ޙ
と、CiNii Research とは、まずは必
要な論文を探す際の l とっかかり z で
あることは言うまでもないと思います。
現在の৬場、国立歴史民俗博物館に
行く前は関੢のখさな私大で教員をし
ていましたが、当時は学生に教える際、

「まずはCiNiiを引け。話はそれからだ」
とよく言っていました。

ਓؒ文Խ研究ߏػ
ຽଏത෺࢙ؗྺཱࠃ
।ڭत

ਅ 氏 ౻ޙ
(0T0
 .aLoUo

専門は歴史情報学・人文情報学。
特に日本の֤஍域の歴史資ྉの
データインフラ構ஙとそれを活用
した研究、歴史学を中心とした人
文学研究データの஝積と利活用に
関する検౼を行っている。人文系
研究ධՁの検౼にも従事している。

෺࣭ɾࡐྉ研究ߏػ 統合ࡐܕྉ։ൃɾ
情報ج൫෦໳ࡐྉデータプϥοト
ϑΥーϜηンター ओ೚ΤンジχΞ

ాล ߒհ 氏
T"N"#&
 ,oTVLF

図書館システム・研究者総覧シス
テム・データリポジトリなど、学術
情報流通に関するシステムの設
計・ 開発・運用に従事。౦ژ工科
大学大学Ӄバイオ・情報メディア
研究科助手を経て現৬。「CiNii 
Researchに関する検౼会」委員。

๺ւಓେ学ෟଐਤ書ؗɹ
研究ࢧԉ՝ɹ
研究ࢧԉاը୲౰܎һ

஌࣮ 氏 ܗࢁ
:"."("T"
 ToNoNJ

大学図書館での資ྉߪ入と管
理、大学図書館コンソ―シア
ム連合（JUSTICE）事務ہ員
を経て現৬。主な関心は、
オープンアクセスの広がりに
よる学術情報流通の変転。

m e m b e r

෼໺Λ௒͑ͯ
��“φϏz͠ ͯ͘ ΕΔ
൫جڀݚ

研究者ɺਤॻؗ৬ һΒ͕ Δޠ
CiNii ResearcIͷڧΈɺ
଴ظͯͦ͠

座 談 会

2022年4月に本格運用が始まり、
新たなフェイズに入ったCiNii Research。
検索やデータ活用する人たちは、どんなՁ஋を見出し、
いかなる期待を寄せるのか。
さま͟まな立場の方々に「本Ի」をਘねた。
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リポジトリは「ஷଂݿ」「૔
という意味「収ೲ場所」「ݿ
のӳ単語。研究や実験、統計
などのさま͟まなデータを一
元的に保存、管理し、提供す
る仕組みのこと。

※2　σʔλϦϙδトϦ

CiNiiは「CiNii Articles」、
「CiNii Books」、「CiNii 
Dissertations」の総称で、現
在CiNiiと呼んでいるのは、
「CiNii Research」、「CiNii 
B o o k s 」 、 「 C i N i i 
Dissertations」のこと。CiNii 
ResearchはCiNiiの進化系
サービス。

※１　CiNii

౦ژେ学େ学Ӄਓ文ࣾձܥ
研究Պෟଐੈ࣍୅ਓ文学։ൃηンター
।ڭतʗN**٬һ।ڭत

大޲ 一ً
0).6,"I
 ILLJ

国立情報学研究所助教、同准教授
を経て現৬。人文情報学、ウェブ
情報学、学術コミュニέーション
の研究開発と教育に携わる。著書
に『ウェブがわかる本』（ؠ೾書
ళ）など。「これからの学術情報シ
ステム構ங検౼委員会」委員長。

ஜ೾େ学
ビジωスサイΤンスܥ
।ڭतʗN**٬һ।ڭत

٢ా ޫஉ
:04)I%"
 .JUTVo

豊ڮ技術科学大学大学Ӄ工学研究
科（情報・知能工学系） 助教を経
て現৬。主にウェブで得られる大規
模なデータを用いて、社会現象を
定量的・実ূ的に観ଌ・分析する研
究に取り組む。著書（共著）に『計
。社会科学入門』（ؙ善出版）などࢉ

の研究開発と教育に携わる。著書
に『ウェブがわかる本』（ؠ೾書
ళ）など。「これからの学術情報シ
ステム構ங検౼委員会」委員長。

模なデータを用いて、社会現象を
定量的・実ূ的に観ଌ・分析する研
究に取り組む。著書（共著）に『計
。社会科学入門』（ؙ善出版）などࢉ

　歴史のٛߨで学生を連れて౦ژ८
検に行った際には、ށߐ৓੻から見え
る NII の入っているビルを指して、学
生に「あれが CiNii のཬだ」と言ったら、
みんな手を合わせていましたよ（স）。
ۈ๺海ಓ大学の大学図書館に　ܗࢁ
務している立 場からすると、CiNii 
Research は、新入生向けのさま͟ま
なサービスガイダンスのなかで、最初
に紹介するものの一つという存在です。
　初めに紹介するものとして、他に

「Web of Science」（学術論文データ
ベース）や「PubMed」（ҩ学や生物
学分野の学術論文データベース）な
どもありますが、特に CiNii Research
は日本語がベースということで、初学
者にも取っ෇きやすいし、我々にとっ
ても紹介しやすいと言えます。
　一方、図書館業務の中では、ILL（図
書館間の相互利用）の作業で、他の
機関で目的の資ྉを所ଂしているかど
うかを調べる目的で利用されています。
ాล　CiNii Research の検౼会のメ
ンバーの一人として、いくつか意見を

言う、というのが個人的な関わりです。
　現在の私の৬場である物質・材ྉ
研究機構では、データリポジトリ※２
の開発・運用に携わっており、その関
係で、材ྉ科学に関する所内の実験
データなどを公開用に集め、CiNii 
Research にもࡌせていくというのが
大きな課題となっています。
٢ా　ஜ೾大学で主に SNS の研究、
最近では学術情報検索の研究などに
携わっています。NII の٬員准教授と
して、CiNii Research の中では新し
い機能開発の検౼などを中心に手ֻ
けています。
　実を言えば仕事上はӳ語文献を調
べることが多いうえ、私の大学では学
内検索システムの「Tulips Search」で、
約の範囲内で本文にもアクセスできܖ
るため、あえて CiNii Research を使っ
て抄録を見る機会は多くありません。
　ただ、テレビなどに登場する研究者
の方に関し、「この先生はどんなもの
を書いているのかな」などを調べる用
途には、しばしば使っています。
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͍͓ͭͯฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻ
日本語文献が網羅的に探せる　౻ޙ
ことは、CiNiiの最大のメリットだと思っ
ています。特にCiNii Research になっ
てから、一番ありがたいのは論文と書
籍が同時に探せるようになったことで
す。また網羅性が高く、࿙れམちも少
ない。特に人文学で、かつ日本のこと
をѻっているなら、まずは日本語文献
をきっちり探せることが重要ですから、
これも大きなメリットです。
大޲　後౻先生同様、人文系の学部
にいる立場としての見方ですが、人文
系と理数系の大きな違いとして、「論
文だけでධՁされるわけではなく、書
籍などもධՁ対象としてミックスされ
てくる」ということがあると思います。
　新たな CiNii Research では、論文、
書籍に加えて現在手ֻけている研究
プロジェクトまでまとめて引くことが
可能になりました。「この人は何の研
究をしてきたのか」を、ひとつの画面
のなかであるఔ度総覧できるというの
は強みだろうと思います。
　一方で、それは自分もどう見られる

かについて――セルフブランディング
とまではいきませんが、研究者として
意識する必要が出てきたということも
感じています。
個人的には、どこから本文にア　ܗࢁ
クセスできるのか、というのが、چ
CiNii Articles に比べると若ׯわかり
にくくなったように感じます。
　これは長らく統合前の CiNii シリー
ズにೃ染んでいたためかもしれません
が、パッと見てわかるアクセシビリティ
があるとخしいなと思います。
実は先ほど言ったことのཪฦし　౻ޙ
になってしまうのですが、論文、書籍
等が同時に検索できるようになったの
はありがたい一方で、それによって望
まない情報もࠞ͟りやすくなったとも
少し感じています。
　もちろんそれは検索のテクニックで
解決することではありますが、そうし
たテクニックが༨計に必要になったこ
と自ମは一つのऑ点かなと思います。
　ただ、私自身、多くの統合検索シス
テムに関わっていますが、これはそうい
うところで必ず生じる໰題ではあります。
質の違う情報がまとまって検索できる
ことは、一覧性の点でメリットがあり、
予想外の発見に結び෇くこともありま
すが、結果的に、情報の質などは判断
しづらくなる。そこが解決できれば、もっ
と使いやすくなるとも思いますが。
٢ా　CiNii Research だけでなく、
抄録データベース全ମに言える話な
のですが、どの範囲の論文が検索で
きるのかがなかなかわからないのはऑ
点と言えるかなと思います。
　私自身は長く使っているので、収録
しているデータベース一覧などを見れ
ばあるఔ度範囲の想૾はつきますが、
れていない学生には、わりと想૾で׳

アプ ロー チと使い方

大ֶͷ৽ೖੜ͚޲ͷさ·͟·ͳ
αʔϏεΨΠμϯεͷͳ͔Ͱɺ
ॳʹ঺հ͢Δֶज़৘ใαʔϏεͷ一ͭɻ࠷
ඞཁͳ࿦จΛ୳͢ࡍͷlͱ͔͔ͬΓzɻ
ֶੜʹ͑ڭΔࡍɺʮ·ͣ͸CiNiiΛҾ͚ɻ
࿩͸ͦれ͔ΒͩʯͱΑ͍ͯͬ͘ݴΔɻ
I--ʢਤॻؗؒͷ૬ޓར༻ʣͷۀ࡞Ͱɺ
ଞͷؔػͰ໨తͷࢿྉΛॴଂ͍ͯ͠Δ
͔Ͳ͏͔Λௐ΂ΔたΊʹར༻ɻ
研究者ʹؔ͠ɺʮͲΜͳ΋ͷΛॻ͍ͯ
͍Δͷ͔ʯͳͲΛௐ΂ΔたΊʹ࢖༻ɻ
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きない。実際には抄録データベースと
ి子ジャーナルなどの出版システムと
の違いがわからない人も多く、それに
よって本当に探したいものになかなか
たどり着けていないέースもあります。
確かに、本文を見るデータベー　ܗࢁ
スと、抄録データベースとの違いは、
特に初学の学生には۠別がついてい
ないことも多いですね。
　大学のネットワークの中にいると、
ి子ジャーナルなどのܖ約コンテンツ
へのアクセスまですべてつながってい
てシームレスに見えてしまうので、༨
計にそうした໰題が起こりやすいとも
言えそうです。私自身の仕事との関わ
りで言うと、そのあたりもෟ属図書館
のガイダンスできちんと教育していく
べきところかもしれません。
ాล　私のいる研究所の場合、学生
が い ないということもあり、CiNii 
Research の使用ස度はそれほど高く
ありません。専門の研究者の場合は、
ຖ日見るデータベース・サービスはわ
りと決まっている傾向があり、なかでも

「Web of Science」や「Scopus」（学
術論文のデータベース）のような঎用
デ ータベ ース、あるいは「GooHle 
Scholar」（学術論文のデータベース）
を使う場合がѹ౗的に多いように思い
ます。
　やはり専門的なデータを深く調べよ
うと思うと、CiNii Research ではや
や不足を感じます。その点で、CiNii 
Research から専門的なデータベース
へと、もう少しつながりがあればよい
なと思っています。
　また、先ほど後౻先生がおっしゃっ
たことと同じですが、「このデータが
なͥここに出てくるのか」が少々わか
りにくい。例えば研究データと一言で

表現しても、ジャーナルのサプリメン
タル・データなのか、あるいはジャー
ナルとは無関係にデータだけ独立して
あるものなのか。現状だとややわかり
にくいと感じています。「日本のものだ
け」探せるのも、研究データの場合
はどれだけ意味があるのかという໰題
もあると思います。

「಺༰」΁ͱͭな͙࿈ܞのޙࠓ

Ͱͷ࿩͔Βɺঞ࿥σʔλϕʔ·ࠓ――
εͱͯ͠ɺʮ࿈ܞʯͱ͍͏ͷ͸େ͖ͳ
՝୊ͱ͏ͦ͑ݴͰ͢Ͷɻ
をݯ今後に関しては、研究資　౻ޙ
提供しているようなサービス群をどれ
だけัまえていけるかは、検౼の༨஍
があると思います。
　例えば「JAPAN SEARC)」という
デジタル・アーカイブの統合検索サー
ビスを国立国会図書館が中心となっ
て構ஙしていますが、そういったとこ
ろの目録データを持ってくるかどうか
も、一つの論点になりうるかなと思っ
ています。ここで「論点」と言ってい
るのは、性質が違いすぎるので、ある
と望ましいかどうか自ମも検౼の必要

ྡ઀෼໺ͷ࿦จΛ୳͢ͱ͖ʹɺ
ඇৗʹ༗ޮͰ͋Δɻ

強みと 役割

研究者͕͍··ͰͲΜͳ研究Λ
͖ͯ͠た͔Λɺͻͱͭͷը໘ͷͳ͔Ͱ
͋Δఔ౓ɺ૯ཡͰ͖Δɻ

࣭ͷҧ͏৘ใ͕·ͱ·ͬͯ検索Ͱ͖Δ
͜ͱ͸ɺ一ཡੑͷ఺ͰϝϦット͕͋Γɺ
༧૝֎ͷൃݟʹ݁ͼ෇͘͜ͱ΋͋Δɻ
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࿦จͱॻ੶ɺ研究σʔλɺ
खֻ͚͍ͯΔ研究ϓϩδΣΫト·Ͱࡏݱ
ಉ࣌ʹ୳せΔΑ͏ʹͳͬたɻ

೔ຊޠจ͕ݙ໢ཏతʹ୳せΔɻ
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今 後 へ の 期 待

研究ݯࢿΛఏ͍ͯ͠ڙΔΑ͏ͳ
αʔϏε܈ͱͲれ͚ͩ࿈͚͍ͯ͠ܞΔ͔ɻ
一ํͰ検索Ͱ͖Δ΋ͷ͕૿͑Δ͜ͱ͸ɺ
ϊΠζ͕૿͑Δ͜ͱɻ͋Δͱ๬·͍͔͠
Ͳ͏͔஫ҙਂ͘検౼͢Δඞཁ͕͋Δɻ

Ϋϩʔζυͳσʔλʹରͯ͠͸ɺ
༰қʹσʔλΛऩूͰ͖ͳ͍͕ɺ
্खͳφϏήʔγϣϯ͕͋れ͹ɻ
ֶज़৘ใΛಘΔたΊͷશମͷϓϩセεͷ
தͰCiNii ResearcI͸ॏཁͳ
ύʔπͰ͋Δͱೝ஌ͯ͠΋Β͑ΔΑ͏ɺ
σʔλ΍͍࢖উखΛ஁͍͑ͯͬͯ΄͍͠ɻ

一ൠͷਓʹ΋ͯͬ࢖΋Β͏͜ͱΛ
ΔͱɺϨϏϡʔ΍ॻධͷΑ͏ͳ͑ߟ
΍͘͢ͳΔͷͰ͸ɻ͍࢖૊Έ΋͋Δͱ࢓

ʮϢʔβʔ͕͍ͯͬࢥͳ͍ͭͳ͕ΓʯΛ
Ͳ͏͖͚ͯͯͭݟɺʮϢʔβʔ͕
ʹ΋Έͳ͔ͬた஍఺ʯͯͬࢥ ɺ
Ͳ͏࿈れ͍ͯͬͯ͋͛Δ͔ɻ
����೥୅ͷφϏήʔγϣϯͷςʔϚɻ

ઐ໳తͳσʔλΛௐ΂ΒれΔΑ͏ʹઐ໳
తͳσʔλϕʔεͱͷͭͳ͕Γ͕΄͍͠ɻ

があると思っているためです。検索で
きるものが増えることは、すなわちノイ
ズが増えることでもあるので、その点
でも注意深く検౼する必要があります。
ాล　先ほど、専門性の高いデータ
ベースとの連携についてड़べましたが、
もう一つ難しいのはクローズドなデー
タベースとの関連性ですね。特に材ྉ
科学の分野では、データを活用した研
究が急速に進展していますが、ڝ૪性
の高さや共同研究のܖ約内༰などの
さま͟まな理༝により、オープンにで
きない、あるいはオープンにするのに
かなりハードルが高いデータというも
のもあります。当然ながらそれらのク

ローズドなデータに対しては、CiNii 
Research が༰қにデータを収集でき
るわけではないのですが、こちらに関
しても、せめて上手なナビゲーション
があればと思います。
大޲　研究においては、最ऴ的に必
要な情報そのものが手にできなけれ
ば、いくら抄録が充実していても仕方
がない。抄録は「手に取るための判
断材ྉの一つ」なわけです。
　ただし現在は、情報入手のプロセス
も一通りではなく、モノによってはク
リックすればଈ࠲にダウンロードでき
てしまう。モノによっては図書館に行
けば書୨に置いてある。あるいは取り
寄せる必要がある。ΰールまでのルー
トが多様化している中で、どこまでを
守備範囲とするか、あるいはその範囲
を外れるものに対しても、どうスムーズ
に次のアクションにつなげていってあ
げるかが໰われていると思います。
　CiNiiはもともと「学術情報ナビゲー
タ」を称してきたのですが、その「ナ
ビゲータ」という言༿の意味も、この
10 年、20 年で大きく変わってきたؾ
がします。情報を得るための全ମのプ
ロセスの中で CiNii Research は重要
なパーツであると認知してもらえるよ
う、データや使いউ手を஁えていくと
いいのかなと思っています。
特に論文に関しては　ܗࢁ DOI（デジ
タル・オブジェクト識別子）※ 3 がී
してきたこともあり、CiNiiٴ などで存
在が確かめられれば、そこから先につ
ないでいくことは、昔に比べればだい
ぶ༰қになったと思っています。実際
にそこから先にアクセスできるかどうか
は、コンテンツの種類にもよりますし、
大学のܖ約の種類にもよるわけですが。
大޲　確かに、情報の ID はここ 20
年でѹ౗的に整備されてきましたね。
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ID 整備が進むと、それほど工夫せず
に図書館や他のデータベースの力を
आりることができます。その結果、本
のタイトルがわかったら本にアクセス
できる。論文のタイトルがわかったら
論文にアクセスできる。そうしたこと
は、ユーザー側としても当たり前だと
考えられるようになっています。
　だとすると、次は「ユーザーが思っ
ていないつながり」をどう見つけてき
て、「ユーザーが思ってもみなかった
஍点」に、どう連れていってあげるか
が、2020年代のナビゲーションのテー
マと言えるのではないでしょうか。
　ΰールのない໰いに対して、どこに
連れていけるのか。「ID が整備された
から、あとは୭がやっても同じ」ではなく、
むしろؤ張っていける༨஍がどんどん
๲らんでいるのではと期待しています。

CiNii Research のޙࠓのల๬

―େ޲ઌੜ͔Β࿩͕ग़·͕ͨ͠ɺࠓ
Λɻݟҙ͍ͯͭ͝ʹޙ
CiNii Research　ܗࢁ がパブリックな
基盤として、初学者が日本語でやさし
く使える入口として、਌しみやすい存在
であるということは、これからも่さず
継ঝされていって欲しいと思います。
　一方で、研究サイクルは非常に早く
なっています。実際には、先生方の研
究のフロー自ମはそう大きく変わらな
いのかもしれませんが、昔であれば研
究ࣨに保管されるだけだったデータも、
例えばプレプリント※ 4 も公開しよう
とか、学術情報流通が変化してきてい
ます。そんな時代の流れと合わせて
CiNii Research も変化を続けていけ
ることを望んでいます。
コアな専門の研究者は、おそ　౻ޙ
らくあまり CiNii Research を使いま
せん。これは統合検索サービス全般

について言えることだと思います。
　統合検索サービスはある種のಓ案
内だと考えると、そうした人々は「す
でにಓを知っている人」だからです。
　一方で、教育であるとか、入門者
向けということでは、CiNii Research
は非常に力を持っていると思います。
また「文理༥合」とまでは行かずとも、
ྡ接分野の論文を探すときに、CiNii 
Research は非常に有効なんですね。
　私も、専門とちょっと違うところにつ
いて知りたいときには、まず CiNii 
Research を引いてみて、ง囲ؾをつ
かんだり、どのような人が研究に関わっ
ているかを探ることがあります。さらに
は、分野をまたいで人を結びつける手
ֻかりにもなるかもしれません。この
点は、今後有効であろうと思います。
٢ా　最近もう一つ思うのは、当たり
前の話ではありますが、論文には書き
手の情報しかࡌっていない、というこ
とです。一方で、皆さんが書籍をങう
際には、ama[on のレビュースコアや
新聞などの書ධを参考にすることも多
いと思います。論文は୭かが紹介して
いるから読むなどということはまずな
くて、まだまだ能動的に探す時代が続
いています。
　もちろん、論 文に޷きউ 手にレ
ビューがつくというのは私としては
ちょっとイϠな事ଶですが（স）、今後、
一般の人にも論文を手に取ってもらう
機会を広げるという意味では、何らか
の取っֻかり的なものの෇加は考えて
よ い と 思 い ま す。 特 に CiNii 
Research はパブリックでオープンに
されているサービスであって、研究者
だけのものではなく、むしろ今後はま
すます一般の人にも使ってもらうこと
を考えると、そのような仕組みもある
と使いやすくなるのではと思います。

（औࡐɾߏ੒ ઒ാ ӳؽ）

学術雑誌（ジャーナル）に掲
される前、査読される前にࡌ
インターネット上に公開・౤
された論文のこと。査読前ߘ
論文ともいわれる。

※4　ϓϨϓϦϯト

DOIは、DiHi t al  Ob Kec t 
Identifierの಄文字をとったも
ので、デジタル化されたコン
テンツに෇༩される国際的識
別子（コード）のこと。

※3　DOIʢσδλϧɾ
　　　ΦϒδΣΫトࣝผࢠʣ
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ニ ュ ー ス リ リ ー ス news release 2022

ビッグデータ時代の研究の個人情報保護ルー
ルの全体像を説明　～「オープンサイエンスの
ためのデータ管理基盤ハンドブック」を発行～

自動運転車の安全性に数学的証明を与える新
手法を開発　～論理的安全ルールの効率的導
出により自動運転の社会受容を加速～

コロナパンデミック対応におけるデータ科学に
ついて永井良三 自治医大学長が講演しNII所長
の喜連川優と対談　～国立情報学研究所オー
プンハウス初日6月3日（金）基調講演～

国立情報学研究所オープンハウスでプログラミ
ング的思考を学ぼう　～オンライン会場、東京、
浜松、姫路でコンピュータサイエンスパークを
6月4日（土）に開催～

研究情報基盤サービスresearchmapの研究開
発で文部科学大臣表彰・科学技術賞（科学技術
振興部門）を受賞 ～新井紀子・舛川竜治
（NII）、宮下洋（ユニアデックス）が共同受賞

NIIウィークス2022を5月30日（月）～6月10日
（金）の2週間開催！　～学術情報基盤オープ
ンフォーラム、NIIオープンハウス、ジャパン・
オープンサイエンス・サミットを連続開催し国
立情報学研究所の活動を幅広く紹介～

7/7

5/24

7/27

5/17

5/16

5/13
 「走り出した学術プラットフォーム」
オープンフォーラム2022開催！

イベント開催報告❶

ニ ュ ー ス・

トピ ック ス 一 覧

2022/5/7（౔）ʙ
2022/8/4（໦）

期間

www.nii.ac.jp/news/2022

各ニュースの詳細は
オンラインでご覧になれます。

SINET6開通式にお越しいただいた来
賓の皆さま。式典はオンラインでライ
ブ配信されました。

　今年度のオープンフォーラムでは、2022年4月より
本格運用を開始した「SINET6」の開通式、「オープン
サイエンスのためのデータ管理基盤ハンドブック」に
かかるナイトセッションをはじめ、NII研究データ基
盤(NII RDC)を中核とする多数のセッションがオン
ラインで公開され、開催期間
(5/30～6/2) 中、アクセス数延べ
8,333名にのぼりました。たくさん
のご参加ありがとうございました。
なお、各セッションの講演資料や
映像は下記でご覧になれます。
hUUQs���XXX�Oii�ac�KQ�
PQeOGPrVN�2022�

古井 貞熙 国立情報学研究所 研究総主幹
2022年（令和4年）7月31日に逝去されまし
た。謹んでご冥福をお祈りいたします。

イ ベ ン ト EVENT 2022 ▶ www.nii.ac.jp/event/2022

□ 10/14 先端ネットワーク利用研究に関するワークショップ「ADVNET2022」

□ 9/6   ERATO Project Colloquium by Takahiro Sanada, Kyoto University

□ 8/17  Talk on "Privacy-Preserving Generative Model for Images"
□ 8/16 Talk on "Security Intelligence: New Paradigms for Networked Security"
□ 8/8 Talk on "How Autonomous Vehicles can contribute to Smart City"

（オンライン開催）□ 8/19   【第54回】「教育機関DXシンポ」

□ 7/27 第29回研究教育のためのクラウド利活用セミナー 「IoTサービス」

□ 7/1  【第52回】「教育機関DXシンポ」（オンライン開催）

□ 7/22   【第53回】「教育機関DXシンポ」（オンライン開催）

□ 9/9     【第55回】「教育機関DXシンポ」（オンライン開催）

訃 報
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橋爪 宏達 名誉教授らによる論文が情報処理学会論文
誌ジャーナルの特選論文に選出（2022年6月15日公表分）

新井 紀子 教授（情報社会相関研究系）が第4回JTS学
術賞を受賞

橋爪 宏達 名誉教授らによる論文が情報処理学会論文
誌ジャーナルの特選論文に選出（2022年5月15日公表分）

6/15

5/24

5/15

受 　 賞 Award 2022

オープンハウス2022
 「これからの情報学を探る」

イベント開催報告❷

　国立情報学研究所の研究成果
発表・一般公開を目的として毎
年開催しているオープンハウス。
今年度は6/3（金）、6/4(土)、
実際の会場とオンライン会場の
ハイブリッドで開催。３年ぶり
となるリアル会場では、基調講
演、対談、一部の研究ポスター
展示と、コンピュータサイエン
スパーク（初級編、中級編）な
どが行われ、オンラインではリ
アル会場のライブ中継、ポス
ターセッションなどを交え、国
内外からご参加いただきました。
参加及び視聴者は2日間でおよ
そ833名。当日の映像等は以下
のURLで公開しています。
hUUQs���XXX�Oii�ac�KQ�eWeOU�
PQeOhPVse�2022�

NIIの若手研究者と喜連川所長が、
これからのITについておおいに語
り合いました。

基調講演に引き続き対談にご参加
いただいた自治医科大学学長 永井
良三氏(写真右)と喜連川所長

ご意見募集中！

本誌に対する皆様のご意見をお待
ちしています。

www.nii.ac.jp/today/iken

情報犬ビットくん
（NIIキャラクター）

□ 6/10   【第51回】大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に
 関するサイバーシンポジウム「教育機関DXシンポ」（オンライン開催）
□ 6/3 国立情報学研究所オープンハウス2022（研究成果一般公開）【ハイブリッド開催】 
□ 5/30 SINET6 開通式 

国立情報学研究所 学術情報基盤 オープンフォーラム 2022（オンライン開催）

□ 6/14 The 16th NTCIR Conference - Evaluation of 
 Information Access Technologies
□6/13 MIT-NII Workshop on Probabilistic Computation and

Human Intelligence

□ 6/21 ERATO Project Colloquium by Masahiro Hamano, prof. Miin Wu 
　 School of Computing, Taiwan, will be held on June 21st

N I I 情 報 INFORMATION 2022

コンピュータサイエンスパーク2022の
親子でおうちで楽しめる講演動画・資料を掲載

国立情報学研究所 2022年度 要覧（日本語版）を刊行

学術情報基盤オープンフォーラム 2022の講演動画・資料を掲載

「大阪大学 マルチモーダル対話コーパス（Hazumi）」
オンライン収録版追加 提供開始

国立情報学研究所次期所長の決定について

倫倫姫の情報セキュリティ教室の紹介動画を公開

広報誌 NII Today 第95号 「未知の智を創る 
～SINET6、ついに始動！」を発行

オープンハウス2022のオンライン会場、
リアル会場のデモ・ポスター出展の一覧を掲載

7/29

7/28
7/26

6/22

7/7

6/1

6/9

5/17
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ม ༰ ͢Δ CiNii
　 　新 た な ニ ー ズ に 応 え る た め に

4 " , " ( 6 $ ) I 
 , o K J

阪口 幸治
国立情報学研究所 学術基盤推進部 学術コンテンツ課

学術コンテンツ整備チーム 係長

　 そ の 後、NACSIS-CAT（ ナ ク シ
ス キャット）の書誌・所ଂデータ
の検索サービスとして提供されてき
た Webcat が 2012 年度でऴྃする
ことに伴い、その後継サービスとし
て、2011 年 11 月に CiNii Books（サ
イニィ ブックス）が正式公開され
た。これに合わせて、CiNii が CiNii 
Articles（サイニィ アーティクルズ）
にサービス名称を変ߋした。
　2013 年の学位規ଇ改正により、
2013 年 4 月以降に授༩された学位
論文は、ݪଇとして従来の印࡮公表
に代えて、インターネットを利用し
て公表されることになった。これに
対応するため、博士論文の検索サー
ビスとして、2015 年 10 月に、CiNii 
Dissertations（サイニィ ディザテー
ションズ）が正式公開された。
　2010年代半ばࠒから、世界的にオー

プンサイエンスを促進する潮流が生ま
れ、論文、研究データのオープン化が
より一層求められるようになってきた。
これに対応するため、2020 年 11 月に、
論文、研究データ、プロジェクト等を
統合検索できるサービスとして、CiNii 
Research のプレ版が公開された。プ
レ版に、ৄ細検索、論理ԋࢉを使った
検索機能などを௥加し、2021 年 4 月
に CiNii Research が本公開された。
　CiNii Research の 公 開 に よ り、
CiNii のサービスは、CiNii Articles、
CiNii Books、CiNii Dissertations、
CiNii Research の 4 つとな った が、
CiNii Research は、論文、図書・雑誌、
博士論文のデータも収録しているので、
2022 年 4 月に、CiNii Articles を 統
合 し、 論 文 検 索 を CiNii Research
に一本化した。今後、CiNii Books、
CiNii Dissertations も CiNii Research
に統合することを検౼している。
　これまで見てきたように、CiNii は、
学術情報を८る政策的な変化や世界
的な潮流に合わせ、サービスの内༰
を変๴させ、新たなニーズに応えよ
うとしている。今後、学術情報を८っ
ては新たな変化が生じるであろう。
それに合わせて、CiNii が、どのよう
にサービスを変化させ、新しい࢟に
なるか心待ちにしている。

立情報学研究所（NII）の事業
として提供されているサービ

スで、最も広く知られているサービ
スの 1 つは、CiNii（サイニィ）であ
ろう。最近 NII に新規採用された৬
員からも、学生時代 CiNii を利用し
ていたとの話をࣖにすることが多い。
　一言に CiNii と言っても、サービ
ス内༰は大きく変༰している。2005
年の公開௚後は、NACSIS-IR の論文
系のデータベースや NACSIS-ELS な
どの、NII のサービスで提供してい
た論文検索サービスを統合した内༰
であったが、その後、J-STAGE や機
関リポジトリなどの論文の情報を取
り込んだこと、および GooHle と連
携したことにより、アクセス数が急
速に増加した。
　それにより、CiNii のサービス自ମ
にෛՙがかかり、CiNii のシステム
のアーキテクチャの見௚しが必要に
なった。そこで、2009 年にアーキテ
クチャの再構ஙと共に、ユーザーイ
ンターフェースの࡮新も行い、シス
テムの安定化とユーザビリティの向
上を実現させた。この時のユーザー
インターフェースが、現在の CiNii 
Research（サイニィ リサーチ）など
の CiNii の֤サービスのデザインの
基となっている。

ࠃ




